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○
創
建
は
村
上
天
皇
天
暦
元
年
（
九
四
七
）
六
月
九
日
　
朝
廷
の
格
別
の
崇
敬
を
受
け
た

二
十
二
社
に
加
列　
ま
た
臣
下
と
し
て
初
め
て
官
幣
中
社
に
列
格
さ
れ
ま
し
た
 

○
当
宮
は　
菅
原
道
真
公
（
菅
公
）
の
神
霊
を
お
祀
り
し
た
全
国
の
天
神
社
・
天
満
宮
の

宗
祀
の
神
社
で
す
 

○
文
道
大
祖
・
風
月
本
主
と
崇
め
ら
れ
た
菅
公
は　
和
魂
漢
才
の
精
神
で
誠
の
心
を
以
て

学
問
に
勤
し
ま
れ
た
こ
と
か
ら　
学
問
を
は
じ
め　
芸
能
・
農
耕
・
厄
除
け
・
至
誠
・

冤
罪
を
晴
ら
す
神
と
し
て
奉
祀
さ
れ
て
い
ま
す
 

○
天
神
信
仰
は　
千
有
余
年
の
長
い
歴
史
の
中
で
人
々
の
心
の
支
え
と
な
る
神
と
し
て

篤
い
崇
敬
を
う
け　
各
時
代
の
社
会
構
造
と
相
ま
っ
て
変
化
し　
継
承
さ
れ
「
天
神
さ
ま
」

と
し
て
高
揚
さ
れ
て
き
ま
し
た
 

○
菅
公
が
生
涯
一
貫
さ
れ
た
「
誠
の
心
」
は
現
在
も
生
き
て
い
ま
す
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講
社
大
祭
斎
行
　
天
神
信
仰
の
昂
揚
を
祈
念
 

　
　
　
　
　
　「
一
層
の
信
仰
心
を
」
と
千
会
長
ご
挨
拶
 

　
天
神
信
仰
の
更
な
る
昂
揚
を
祈
念
す
る
北
野
天
満
宮
講
社
（
会
長
・

千
玄
室
裏
千
家
大
宗
匠
）
の
平
成
二
十
三
年
度
講
社
大
祭
は
、
七
月
三

日
午
後
一
時
半
か
ら
本
殿
で
厳
か
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
講
社
員
約
四
百
人
が
参
列
さ
れ
る
な
か
、
神
饌
と
全
国
二
千
五
百
人

の
講
社
員
名
簿
を
神
前
に
お
供
え
し
て
祝
詞
を
奏
上
、
天
神
信
仰
の
更

な
る
昂
揚
と
皆
さ
ま
方
の
無
病
息
災
、
家
内
安
全
、
諸
願
成
就
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
白
衣
に
緋
袴
、
お
す
べ
ら
か
し
の
髪
を
花
で
飾
っ
た
八
乙

女
が
優
雅
な
鈴
舞
を
奉
納
し
、
講
社
員
を
代
表
し
て
千
会
長
が
玉
串
を

さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
祭
典
後
、
千
会
長
が
「
開
苑
五
年
に
な
る
史
跡
御
土
居
も
み
じ
苑

は
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
お
り
、
宮
司
を
中
心
に
学
識
経
験
者
に
よ

る
整
備
に
関
す
る
委
員
会
も
出
来
ま
し
た
。
現
在
文
化
庁
な
ど
の
お
指

図
を
も
ち
ま
し
て
、
茶
室
梅
交
軒
の
修
繕
工
事
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
な
お
一
層
、
天
満
宮
信
仰
の
お
気
持
ち
を
お
持
ち

頂
き
、
こ
の
講
社
を
中
心
と
し
た
集
ま
り
が
盛
大
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」
と
、
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

　
御
土
居
の
環
境
整
備
は
天
満
宮
講
社
の
力
強
い
ご
助
力
を
賜
り
ま
し

て
年
々
進
ん
で
お
り
ま
す
。
千
会
長
が
申
さ
れ
ま
し
た
通
り
、
お
陰
を
も

ち
ま
し
て
今
や
洛
中
の
紅
葉
の
名
所
と
な
り
、
ま
た
、
夏
に
は
ホ
タ
ル
も

飛
び
交
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
千
会
長
を
始

め
講
社
員
の
皆
さ
ま
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

　
今
後
も
神
の
御
心
が
宿
る
こ
の
鎮
守
の
杜
の
環
境
を
守
る
た
め
、
神

職
一
同
一
層
精
進
し
て
い
か
ね
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
 
  
（
宮
司
　
橘
　
重
十
九
） 

　
　
祭
　
事
　
暦 

　
　（
七
月
十
六
日
〜
八
月
三
十
一
日
） 

　
　
○
神
　
事 

七
月
二
十
五
日
　
月
次
祭
　
夕
神
饌 

　
　
　
　
　
　
　
新
茶
奉
納
奉
告
祭 

宇
治
、
宇
治
田
原
、
木
幡
、
小
倉
、
京
都
、

城
陽
、
綴
喜
、
佐
山
、
京
田
辺
、
八
幡
、

和
束
、
伏
見
、
桃
山
、
醍
醐
、
山
城
、
南

山
城
の
茶
所
よ
り
摘
ま
れ
た
新
茶
を
神
前

に
供
え
、
献
茶
家
の
家
内
安
全
、
繁
栄
を

祈
願
す
る 

八
月
　
　
一
日
　
月
首
祭 

　
　
　
　
四
日
　
例
祭 

一
年
間
で
最
も
重
要
な
祭
典
で
あ
り
、
永

延
元
年
（
九
八
七
）、
一
条
天
皇
が
初
め

て
勅
祭
を
斎
行
さ
れ
た
日
に
あ
た
る
。
ま

た
、
農
耕
の
神
と
し
て
の
御
神
徳
を
景
仰

し
、
氏
子
で
あ
る
西
ノ
京
の
農
家
よ
り
夏

野
菜
が
奉
納
さ
れ
る
。 

　
　
　
十
五
日
　
月
次
祭 

　
　
二
十
五
日
　
月
次
祭
　
夕
神
饌 

　
　
二
十
八
日
　
奉
納
図
画
授
賞
式 

入
賞
者
参
列
の
も
と
祭
典
を
斎
行
し
た
後
、

授
賞
式
を
行
う
。
作
品
は
二
十
日
か
ら
授

賞
式
当
日
ま
で
本
殿
前
西
回
廊
に
展
示
す

る 

　
　
○
月
釜
献
茶 

七
月
二
十
四
日 

紫
芳
会
　
布
施
　
宗
青
（
松
向
軒
） 

八
月
　
　
梅
交
会
　
休
　
　
　
会
　
　

　
　
　 

　
　
　
　
一
日 

献
茶
祭
保
存
会
　
速
水
滌
源
居
（
明
月
舎
） 

　
　
　
十
五
日 

献
茶
祭
保
存
会
　
休
　
　
　
会
　
　

　
　
　 

松
向
軒
社
中
　
休
　
　
　
会
　
　

　
　
　 

　
　
二
十
八
日 

紫
芳
会
　
　
木
　
宗
和
（
松
向
軒
） 

鈴舞を奉納する八乙女 
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御
祭
神
菅
原
道
真
公
の
御
誕
生
日
に

当
た
る
六
月
二
十
五
日
、
御
誕
辰
祭
が

厳
か
に
斎
行
さ
れ
た
。
楼
門
で
は
恒
例

の
「
大
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
が
行
わ
れ
、

夏
場
の
健
康
を
願
う
参
拝
者
で
終
日
に

ぎ
わ
っ
た
。 

　
菅
公
は
、
承
和
十
二
年
（
八
四
五
）

六
月
二
十
五
日
、
文
章
博
士
菅
原
是
善

公
の
第
三
子
と
し
て
京
都
で
誕
生
さ
れ
、

延
喜
三
年
（
九
〇
三
）
二
月
二
十
五
日

に
大
宰
府
の
配
所
で
薨
去
さ
れ
た
。
こ

れ
に
ち
な
み
毎
月
二
十
五
日
を
天
神
さ

ま
の
御
縁
日
と
し
て
お
り
、六
月
は「
夏

越
天
神
」
と
も
呼
ば
れ
、
楼
門
に
取
り

付
け
た
大
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
無
病
息
災

を
祈
る
信

仰
が
定
着

し
て
い
る
。 

　
御
誕
辰
祭
は
前
夜
か
ら
参
籠
斎
戒
し

て
い
た
宮
司
以
下
神
職
の
奉
仕
に
よ
っ

て
午
前
九
時
か
ら
本
殿
で
厳
粛
に
斎
行

さ
れ
た
。
＝
写
真
下
 

　
楼
門
の
「
大
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
は
午

前
五
時
の
開
門
と
同
時
に
始
ま
っ
た
。

大
茅
の
輪
は
、
神
職
・
職
員
が
美
山
町

と
京
北
町
か
ら
刈
り
出
し
た
茅
を
青
竹

に
巻
き
上
げ
た
も
の
で
、
直
径
は
約
五

㍍
。
参
拝
者
は
次
々
こ
の
大
茅
の
輪
を

く
ぐ
っ
た
後
、
本
殿
前
の
中
庭
に
設
け

ら
れ
た
人
の
背
丈
ほ
ど
の
茅
の
輪
も
く

ぐ
っ
て
夏
場
の
健
康
と
息
災
を
祈
っ
て

い
た
。
＝
写
真
上
 

   　
夏
越
の
大
祓
式
が
六
月
三
十
日
午
後

四
時
か
ら
本
殿
前
中
庭
で
斎
行
さ
れ
た
。

＝
写
真
 

　
今
年
半
年
間
に
身
に
つ
け
た
罪
や
穢

れ
を
祓
い
清
め
、
す
が
す
が
し
い
身
体

で
夏
を
越
す
こ
と
を
願
う
神
事
で
、
崇

敬
者
・
参
拝
者
約
五
百
人
が
参
列
し
た
。 

　
全
員
で
大
祓
詞
を
奏
上
し
た
後
、
そ

れ
ぞ
れ
が
切
麻
に
て
邪
気
を
祓
っ
た
。

こ
の
後
、
神
職
を
先
頭
に
参
列
者
が
中

庭
に
設
け
ら
れ
た
背
丈
ほ
ど
の
茅
の
輪

を
古
式
ど
お
り
三
度
く
ぐ
り
、
元
気
に

夏
場
が

過
ご
せ

る
よ
う

に
祈
っ

た
。 

　
ま
た
、 

こ
の
半

年
間
に

納
め
ら

れ
た
人

形
や
車

形
代
も

唐
櫃
に
入
れ
ら
れ
、
神
職
が
担
い
で
茅

の
輪
を
く
ぐ
っ
た
。
　
 

    　
京
都
市
上
京
区
の
水
谷
啓
郎
さ
ん
・

愛
子
さ
ん
夫
妻
が
梅
の
木
（
白
の
八
重

早
咲
き
・
照
水
梅
）
を
献
木
さ
れ
、
六

月
十
三
日
、
本
殿
で
奉
納
奉
告
祭
の
後
、

梅
苑
内
に
植
樹
さ
れ
た
。
＝
写
真
＝
 

　
二
月
七
日
に
当
宮

で
挙
式
さ
れ
て
お
り
、

結
婚
記
念
と
、
妊
娠

中
の
愛
子
さ
ん
の
無

事
な
出
産
を
願
っ
て

の
献
木
と
い
う
。
啓
郎
さ
ん
は
「
挙
式

の
折
、
由
緒
あ
る
梅
苑
に
植
樹
出
来
る

と
聞
い
て
是
非
献
木
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
。
梅
の
木
は
百
年
ぐ
ら
い
は
大
丈

夫
だ
そ
う
で
、
大
変
よ
い
記
念
に
な
り

ま
す
」
と
、
話
さ
れ
て
い
た
。 

    　
七
夕
の
七
月
七
日
、
伝
統
の
御
手
洗

祭
・
七
夕
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。 

　「
ひ
こ
星
の
行
（
ゆ
き
）
あ
ひ
を
ま

つ
か
さ
さ
ぎ
の
渡
せ
る
橋
を
わ
れ
に
か

さ
な
む
」
と
、
菅
公
が
七
夕
の
御
歌
を

詠
ま
れ
た
故
事
に
ち
な
み
、
当
宮
で
は

古
く
か
ら
七
夕
の
神
事
・
行
事
が
執
り

行
わ
れ
て
き
た
。 

　
七
夕
の
神
事
御
手
洗
祭
は
、
午
前
十

時
か
ら
神
前
に
菅
公
愛
用
と
伝
わ
る
「
松

風
の
硯
」
や
季
節
の
野
菜
な
ど
を
お
供

え
し
て
斎
行
さ
れ
た
。 

　
午
後
か
ら
は
中
ノ
森
広
場
に
氏
子
区

域
の
幼
稚
園
や
保
育
園
の
園
児
ら
約
三

百
人
が
参
列
し
、
七
夕
祭
（
棚
機
祭
）

が
斎
行
さ
れ
た
。
＝
写
真
 

　
様
々
な

願
い
を
書

い
た
笹
飾

り
が
並
ぶ

中
で
祭
典

が
あ
り
、

園
児
が
小

さ
な
手
を

合
わ
せ
て

文
芸
の
上

達
を
祈
願

し
た
。
こ

の
後
、
園
児
に
よ
る
歌
や
遊
戯
な
ど
の

奉
納
が
あ
り
、
人
形
劇
「
ト
ロ
ッ
コ
」

の
公
演
を
観
賞
し
た
。 

　
正
月
の
縁
起
物
「
大
福
梅
」
と
し
て

新
年
の
祝
膳
に
使
わ
れ
る
梅
の
実
の
採

取
が
六
月
十
日
か
ら
一
週
間
が
か
り
で

行
わ
れ
た
。 

　
梅
と
ゆ
か
り
が
深
い
当
宮
の
境
内
一

円
に
は
約
五
十
種
、
千
五
百
本
の
梅
の

木
が
あ
る
。
梅
の
実
の
摘
み
取
り
は
例

年
梅
雨
入
り
前
の
恒
例
行
事
だ
が
、
今

年
は
す
で
に
梅
雨
入
り
し
て
お
り
、
晴

れ
間
を
ぬ
っ
て
の
採
取
と
な
っ
た
。 

　
神
職
・
職
員
・
氏
子
崇
敬
者
ら
が
青
々

と
実
っ
た
梅
の
実
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に

摘
み
取
っ
て
い
っ
た
。 

　
今
年
は
年
始
か
ら
の
寒
波
の
影
響
も

あ
っ
て
生
育
が
若
干
心
配
さ
れ
た
が
、

昨
年
と
同
様
約
二
・
五
㌧
の
収
穫
が
あ

り
、
直
ち
に
樽
で
塩
漬
け
に
さ
れ
た
。 

＝
写
真
は
、
摘
み
取
ら
れ
る
梅
の
実
 

◇
…
修
学
旅
行
中
の
中
学
生

を
中
心
と
し
た
昇
殿
参
拝
が

今
年
も
五
月
中
旬
ご
ろ
か
ら

約
一
月
間
に
わ
た
り
ピ
ー
ク

と
な
っ
た
。
＝
写
真
 

◇
…
四
十
ク
ラ
ス
か
ら
五
十
ク
ラ
ス
と

い
う
日
も
あ
り
、
本
殿
に
昇
っ
て
祈
祷

を
受
け
る

中
学
生
ら

で
中
庭
は

ご
っ
た
返

す
に
ぎ
わ

い
。 

◇
…
川
崎

市
の
三
中

学
校
か
ら

は
雑
巾
の

奉
納
も
あ

り
「
全
員

合
格
出
来
る
よ
う
日
々
精
進
し
ま
す
」

と
の
添
え
書
き
に
「
頑
張
っ
て
ね
」
と

神
職
。 

お
お
は
ら
え
こ
と
ば
 

き
り
ぬ
さ
 

た
な
ば
た
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京
都
市
南
区
吉
祥
院
向
田
東
町
８
番
地
 

電
話
（
〇
七
五
）
三
一
三
―
六
五
三
三
 

株
式
会
社
　
奥

谷

組
 

京
都
市
上
京
区
堀
川
通
今
出
川
上
る
 

電
話（
〇
七
五
）四
三
二
―
二
二
五
五
 

株
式
会
社
　
秋
　
　
　
　
　
江
 

京
都
市
上
京
区
七
本
松
一
条
下
ル
三
軒
七
七
 

電
話
（
〇
七
五
）
四
六
二
―
一
三
八
五
 

樋

口

造

園

株

式

会

社

 

北
野
天
満
宮
前
南
 

電
話
四
六
三
―
四
三
〇
一
 

相

馬

病

院

 

今

出

川

大

宮

上

ル

 

電
話
四
四
一
―
二
一
三
一（
代
） 

京
　
料
　
理
　
萬
　
　
　
　
　
重 

京
都
市
上
京
区
油
小
路
通
下
立
売
下
ル
 

電
話
二
三
一
―
三
一
八
一
（
代
） 

奥

田

印

刷

株

式

会

社

 

京
都
市
上
京
区
小
川
通
寺
ノ
内
上
ル
 

電
話
四
三
一
―
一
三
六
六
 

清

昌

堂
　
や
　
ま
　
し
　
た 

北

野

下

の

森

 

電
話
四
六
一
―
一
〇
七
四
 

長
　
　
五
　
　
郎
　
　
餠 

北

野

上

七

軒

 

電
話
四
六
三
―
三
〇
五
〇
 

　

老

　

　

　

松

　

 

京
都
市
山
科
区
大
塚
森
町
十
三
番
地
三
 

電
話
（
〇
七
五
）
五
九
二
―
四
八
〇
〇
 

株
式
会
社
　
日
本
電
機
商
会
 

京
都
市
南
区
吉
祥
院
観
音
堂
町
七
番
地
 

電
話
（
〇
七
五
）
六
九
一
―
三
〇
〇
〇
 

東

和

奉

産

株

式

会

社

 

京
都
市
上
京
区
五
辻
通
御
前
通
東

電
話
四
六
一
―
六
〇
二
七
 

株
式
会
社
　
材
　
　
　
　
　
源
 

北

野

白

梅

町

 

電
話
四
六
一
―
九
一
四
七
 

関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
北
野
支
店 

 
京
都
西
陣
今
出
川
堀
川
〈
船
橋
〉
 

電
話
四
四
一
―
〇
一
〇
五
（
代
） 

鶴

　

屋

　

　

　

信

 

　
先
月
十
八
日
開
催
の
「
鎮
守
の
森
　

ほ
た
る
の
夕
べ
」
で
オ
カ
リ
ナ
を
奉
納

さ
れ
た
。
昨
年
に
続
い
て
の
奉
納
で
あ

り
、
素
朴
で
澄
ん
だ
音
色
が
境
内
を
埋

め
た
参
拝
者
を
魅
了
し
た
。「
素
晴
ら

し
い
舞
台
（
国
宝
の
本
殿
前
拝
）
に
立

た
せ
て
頂
き
、
幸
せ
で
し
た
」
と
、
演

奏
を
終
え
て
満
足
そ
う
に
話
さ
れ
た
。 

　
オ
カ
リ
ナ
は
イ
タ
リ
ア
生
ま
れ
の
素

朴
な
土
笛
で
、
イ
タ
リ
ア
語
で
「
小
さ

な
鵞
鳥
」
と
い
う
意
味
。 

　
こ
の
土
笛
に
魅
せ
ら
れ
演
奏
活
動
を

す
る
よ
う
に
な
っ
て
十
一
年
目
。
傍
ら

宇
治
、
京
都
両
市
内
で
オ
カ
リ
ナ
教
室

を
開
く
な
ど
活
躍
さ
れ
て
い
る
。 

　
オ
カ
リ
ナ
と
の
最
初
の
出
合
い
は
子

ど
も
の
頃
。
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
て
い
た

音
色
に
惹
か
れ
、
購
入
し
よ
う
と
母
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
京
都
市
内
の

楽
器
店
を
探
し
回
っ
た
。
が
、
見
つ
け

た
品
は
土
製
で
は
な
く
、
し
か
も
日
本

語
の
説
明
書
は
つ
い
て
お
ら
ず
吹
け
な

い
ま
ま
断
念
し
た
と
い
う
。 

　
中
京
区
生
ま
れ
の
宇
治
育
ち
。
京
都

外
国
語
短
期
大
学
を
卒
業
、
幼
稚
園
に

英
語
教
師
と
し
て
採
用
さ
れ
、
園
児
に

英
語
を
教
え
た
が
、
英
才
教
育
に
疑
問

を
感
じ
一
年
で
辞
め
た
。
幼
児
か
ら
オ

ル
ガ
ン
に
手
を
染
め
、
長
年
ピ
ア
ノ
を

習
っ
て
お
り
「
私
が
本
当
に
や
り
た
い

こ
と
は
音
楽
だ
と
思
い
ま
し
た
」 

　
翌
年
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
と
り
、
自
宅
で
オ

ル
ガ
ン
・
ピ
ア
ノ
の
教
室
を
開
設
。
並

行
し
て
京
都
市
内
の
音
楽
事
務
所
に
所

属
し
、
ホ
テ
ル
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
プ

レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
演
奏
活
動
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。 

　
オ
カ
リ
ナ
と
再
会
し
た
の
は
十
数
年

前
の
こ
と
。「
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
や
電

子
音
が
全
盛
で
、
そ
う
し
た
音
に
疲
れ

て
い
ま
し
た
。
オ
カ
リ
ナ
の
あ
の
音
を

聞
き
、
子
ど
も
の
頃
あ
こ
が
れ
た
こ
と

が
思
い
起
こ
さ
れ
、
求
め
て
い
る
音
だ

と
確
信
し
ま
し
た
」 

　
オ
カ
リ
ナ
は
少
し
習
っ
た
が
、
後
は

独
学
で
あ
る
。
楽
器
に
違
い
は
あ
れ
音

を
奏
で
る
こ
と
に
つ
い
て
は
プ
ロ
で
あ

る
。「
オ
カ
リ
ナ
の
音
域
は
そ
ん
な
に

広
く
な
く
、
誰
に
で
も
す
ぐ
に
吹
け
ま

す
が
、
自
分
で
音
を
創
っ
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
楽
器
な
ん
で
す
」 

　
オ
カ
リ
ナ
の
愛
好
者
は
広
が
り
つ
つ

も
プ
ロ
奏
者
は
少
な
い
。
求
め
に
応
じ

各
所
で
演
奏
し
た
。
三
年
前
の
源
氏
物

語
千
年
紀
で
は
京
都
文
化
博
物
館
で
何

回
も
ラ
イ
ブ
を
開
き
、
昨
秋
は
十
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
っ
た
。
今
年
九

月
二
十
四
日
に
は
文
化
パ
ル
ク
城
陽
で

レ
ッ
ス
ン
生
と
一
緒
に
十
年
記
念
の
演

奏
会
を
開
く
。「
土
へ
の
祈
り
」
な
ど

二
枚
の
Ｃ
Ｄ
も
出
さ
れ
て
い
る
。 

　
当
宮
と
の
縁
は
昨
年
三
月
、
摂
社
地

主
神
社
の
前
と
神
楽
殿
で
の
奉
納
が
最

初
。
そ
の
後
、
ほ
た
る
の
夕
べ
、
当
宮

も
み
じ
苑
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト（
十

一
月
）
と
立
て
続
け
の
奉
納
だ
っ
た
。

い
ず
れ
も
ギ
タ
ー
の
阿
武
野
逢
世
さ
ん

と
の
共
演
で
あ
る
。 

　「
お
祓
い
を
受
け
た
後
演
奏
に
入
り

ま
す
が
、
い
つ
も
不
思
議
な
感
覚
を
覚

え
ま
す
。
と
く
に
拝
殿
の
舞
台
か
ら
南

の
空
を
見
て
い
る
と
、
何
百
年
も
前
に

い
る
よ
う
な
気
が
し
、
演
奏
し
て
い
て

心
の
安
ら
ぎ
を
覚
え
ま
す
」 

　
先
月
の
「
ほ
た
る
の
夕
べ
」
で
は
、

予
定
の
楽
曲
の
演
奏
後
も
飛
ぶ
ホ
タ
ル

と
共
演
す
る
か
の
ご
と
く
オ
カ
リ
ナ
の

演
奏
を
続
け
ら
れ
、
参
拝
者
を
し
ば
し

幻
想
世
界
へ
と
誘
っ
た
。 

　
オ
カ
リ
ナ
の
音
色
は
京
都
に
よ
く
合

う
と
い
う
。「
こ
れ
か
ら
も
京
都
の
よ

さ
を
オ
カ
リ
ナ
を
使
っ
て
素
直
に
表
現

し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
た
。 

　
今
後「
ほ
た
る
の
夕
べ
」の
奉
納
は
？

　「
北
野
さ
ん
が
ご
依
頼
く
だ
さ
れ
ば

喜
ん
で
続
け
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」。 

　
母
親
と
夫
、
二
人
の
娘
の
五
人
家
族
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
宇
治
市
在
住
） 

ほたるの 
夕べで 

オカリナを 
奉納 

鈴江先子さん 

 

オカリナ奏者 

　「
鎮
守
の
森
　
ほ
た
る
の

夕
べ
」
が
六
月
十
八
日
午
後

七
時
か
ら
、
本
殿
前
中
庭
で

開
催
さ
れ
、
多
く
の
参
拝
者

が
ア
カ
ペ
ラ
や
オ
カ
リ
ナ
の

奉
納
に
耳
を
傾
け
、
境
内
を
飛
ぶ
ホ
タ

ル
に
歓
声
を
あ
げ
た
。 

　
境
内
西
側
の
史
跡
御
土
居
を
流
れ
る

紙
屋
川
の
環
境
整
備
が
進
み
、
数
年
前

か
ら
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の

事
実
を
喜

び
、
美
し

い
環
境
を

守
っ
て
い

く
こ
と
の

大
切
さ
を
訴
え
よ
う
と
昨
年
か
ら
始
め

た
催
し
。 

　
ホ
タ
ル
を
入
れ
た
籠
の
前
で
神
職
が

お
祓
い
を
し
た
後
、
本
殿
前
拝
で
立
命

館
大
の
二
サ
ー
ク
ル
が
ア
カ
ペ
ラ
を
披

露
し
、
引
き
続
き
鈴
江
先
子
さ
ん
に
よ

る
オ
カ
リ
ナ
の
奉
納
と
、
阿
武
野
逢
世

さ
ん
に
よ
る
歌
と
ギ
タ
ー
と
打
楽
器
の

演
奏
が
行
わ
れ
た
。 

　
こ
の
後
、
氏
子
の
園
児
ら
が
籠
の
ホ

タ
ル
を
境
内
に
放
つ
と
、
中
庭
を
埋
め

た
参
拝
者
か
ら
拍
手
と
歓
声
が
あ
が
っ

た
。
＝
写
真
は
、
上
か
ら
ホ
タ
ル
の
放

生
と
ア
カ
ペ
ラ
、
オ
カ
リ
ナ
の
各
奉
納
 

  　
上
京
自
衛
消
防
連
絡
協
議
会
主
催
の

「
防
災
研
修
会
」が
六
月
十
日
、南
区
の

市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
で
三
十
九
人（
当
宮

か
ら
は
新
人
職
員
ら
二
人
）が
参
加
し
て

開
か
れ
、地
震
・
強
風
・
消
火
・
避
難
・
応

急
手
当
て
な
ど
の
体
験
や
訓
練
を
し
た
。 

 

が
ち
ょ
う
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天
満
宮

歴
史
の
一
齣 

京
都
大
学
教
授 

　
藤
井
讓
治 

　
昭
和
三
年
の
春
に
斎
行
さ
れ
た
千
二

十
五
年
半
萬
燈
祭
で
に
ぎ
わ
う
参
道
で

あ
る
。
当
時
の
二
の
鳥
居
（
現
在
の
大

鳥
居
の
場
所
）
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
鳥
居
の
前
に
車
が
一
台
駐
車
し
て
お

り
、
左
手
に
「
一
円
タ
ク
シ
ー
」
の
看

板
が
出
て
い
る
。
京
都
市
内
な
ら
ど
こ

で
も
一
円
で
走
っ
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ

る
〝
円
タ
ク
〞
で
あ
る
。 

　『
京
都
の
歴
史
』（
學
藝
書
林
）
に
よ

れ
ば
、
昭
和
二
年
頃
か
ら
〝
円
タ
ク
〞

が
激
増
、
過
当
競
争
で
五
十
銭
で
走
る

〝
半
円
タ
ク
〞
も
続
出
し
た
と
か
。 

　
左
右
の
幟
に
「
高
島
屋
製
」「
大
丸

製
」
の
字
が
見
え
、
両
社
の
奉
納
だ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

　
相
当
暑
い
日
だ
っ
た
の
か
、
日
傘
が

幾
つ
も
見
え
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
屋

台
が
三
軒
も
出
て
い
る
。 

　
　
　
　
　献
　
　
　
詠
　
　
「
漁
火
」　
　
　
　
　
濱
崎
加
奈
子
選
 

北
前
の
フ
ェ
リ
ー
の
旅
を
楽
し
み
て
漁
火
揺
ら
ぐ
夏
の
涼
し
夜
 

福
井
県
　
武
曽
　
豊
美
 

な
で
し
こ
が
金
子
み
す
ゞ
の
墓
つ
つ
む
眼
下
に
漁
火
漁
師
の
町
よ
 

大
阪
府
　
村
島
　
麗
門
 

瀬
戸
の
海
漁
火
あ
は
く
寄
す
波
も
し
づ
か
に
か
へ
し
夜
は
更
け
ゆ
く
 

京
都
市
　
金
居
　
朝
子
 

東
北
の
汚
染
し
海
を
案
じ
つ
ヽ
対
岸
の
島
の
漁
火
に
祈
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
県
　
鈴
木
　
幸
子
 

ほ
た
る
い
か
奇
し
き
光
に
漁
師
ら
の
思
ひ
を
知
り
て
胸
ぞ
う
ず
け
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
　
今
井
　
輝
子
 

漁
火
の
ほ
の
か
に
照
ら
す
川
面
に
魚
と
る
鵜
の
音
風
と
そ
よ
ぎ
て
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
市
　
奥
田
か
え
で
 

夏
の
夜
は
漁
り
す
る
火
の
燃
え
ま
さ
り
あ
り
し
に
ま
さ
る
も
の
思
ひ

か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
市
　
斎
藤
　
興
哉
 

海
の
色
変
は
ら
ぬ
ま
ま
の
漁
火
も
人
の
思
ひ
を
連
ら
ね
て
赤
し
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
　
若
狭
　
静
一
 

を
ち
こ
ち
の
海
に
ひ
ろ
が
る
い
さ
り
火
の
も
ど
り
し
春
は
静
か
に
過

ぎ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
　
塩
小
路
光
孚
 

歌
詠
み
の
名
よ
り
も
赤
く
水
面
染
め
漁
火
え
ぼ
し
鵜
を
あ
や
つ
り
ぬ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
県
　
仁
枝
　
尚
子
 

震
炎
の
北
陸
の
海
か
な
し
き
も
漁
火
の
火
も
見
え
か
く
れ
し
て
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岐
阜
県
　
山
田
　
　
清
 

病
院
に
遠
く
眺
め
し
漁
火
を
し
る
せ
し
友
は
は
が
き
残
し
て
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
　
立
川
　
澄
子
 

暮
れ
な
づ
む
沖
を
見
や
れ
ば
海
空
を
分
か
つ
高
さ
に
漁
火
揺
る
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
岡
市
　
前
田
　
幸
江
 

波
の
間
に
月
か
と
ま
が
ふ
漁
火
を
恋
ひ
て
か
な
し
き
水
中
の
若
魚
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
　
朝
比
奈
栄
子
 

と
ぷ
と
ぷ
と
漁
り
火
も
な
き
海
原
を
た
だ
よ
ふ
舟
に
鵺
の
鳴
く
な
り
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
　
上
杉
　
　
遥
 

親
潮
に
漁
り
火
絶
え
し
陸
奥
の
ぬ
ば
た
ま
を
割
る
東
雲
の
空
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
真
市
　
白
石
　
雅
彦
 

漁
火
は
い
づ
く
は
あ
れ
ど
塩
釜
の
浦
漕
ぎ
ゆ
く
は
わ
け
て
か
な
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
　
田
口
　
稔
恵
 

 【
評
】
東
北
に
寄
せ
る
歌
が
多
く
み
ら
れ
た
。「
志
賀
の
海
人
の
釣
し

と
も
せ
る
漁
火
の
ほ
の
か
に
妹
を
見
む
よ
し
も
が
も
」（
万
葉
集
）

の
よ
う
に
、「
ほ
（
火
）」「
ほ
の
か
に
」
の
枕
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。 

　
束
帯
天
神
像
の
 

　
　
　
　
　
　
寄
進
者
 

　
　
長
谷
川
重
章
と
 

　
　
　
　
松
梅
院
禅
覚
 

            　
束
帯
天
神
像
の
奉
納
者
で
あ

る
長
谷
川
重
章
と
は
い
か
な
る

人
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

　「
口
上
之
覚
」
の
差
出
に
は

「
従
五
位
下
朝
散
大
夫
　
長
谷

川
周
防
守
藤
原
朝
臣
　
重
章（
花

押
）」
と
仰
々
し
く
書
か
れ
て

い
る
。 

　
寛
政
年
間
に
江
戸
幕
府
が
編

纂
し
た
書
物
、『
寛
政
重
修
諸

家
譜
』
に
、
こ
の
長
谷
川
重
章

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。 

　『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ

れ
ば
、
重
章
は
、
三
一
一
〇
石

の
上
級
旗
本
で
あ
る
。
そ
の
略

歴
を
た
ど
る
と
、
一
一
歳
の
明

暦
三
年
（
一
六
五
七
）
将
軍
家

綱
に
初
目
見
え
し
、
万
治
元
年

（
一
六
五
八
）
遺
跡
を
継
ぎ
、

寛
文
七
年（
一
六
六
七
）小
姓
組

の
番
士
と
な
り
、
天
和
三
年
（
一

六
八
三
）
本
所
奉
行
、
元
禄
七

年
（
一
六

九
四
）
使

番
、
同
八

年
目
付
、

同
九
年
伊

勢
山
田
奉

行
と
順
調
 

に
昇
進
し
、 

宝
永
五
年
 

（
一
七
〇
八
） 

に
山
田
奉

行
の
職
を
 

罷
免
さ
れ
、 

小
普
請
と

さ
れ
る
が
、

享
保
四
年
 

（
一
七
一
九
）、 

無
役
の
上

級
旗
本
の

席
で
あ
る

寄
合
と
な

り
、
同
一
四
年
致
仕
、
同
一
六

年
八
五
歳
で
死
去
し
た
。 

　
こ
の
天
神
像
を
寄
進
し
た
と

き
に
は
、
山
田
奉
行
で
あ
っ
た
。 

　
一
方
、「
口
上
之
覚
」
の
宛

名
「
松
梅
院
法
眼
禅
覚
殿
」
の

禅
覚
は
、
北
野
神
事
奉
行
で
あ

る
が
、
こ
の
「
口
上
之
覚
」
の

宛
名
の
後
ろ
に
追
筆
で
「
貞
享

元
年
甲
子
ノ
年
江
戸
某
宅
ニ
テ

貴
様
九
才
ニ
而
御
開
眼
御
請
被

下
候
、
以
上
」
な
る
記
事
が
見

ら
れ
る
。 

　
松
梅
院
禅
覚
は
、
北
野
社
諸

補
任
覚
帳
」（
目
代
記
録
）
に

よ
れ
ば
、
父
の
尚
禅
が
延
宝
八

年
（
一
六
八
〇
）
に
死
去
し
た

た
め
、
わ
ず
か
五
歳
で
跡
を
継

ぎ
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）

七
月
三
日
に
得
度
し
た
ば
か
り

で
、「
口
上
之
覚
」
に
も
あ
る

よ
う
に
、
こ
の
時
わ
ず
か
九
歳

の
小
児
で
あ
っ
た
。 

　
重
章
の
追
筆
か
ら
禅
覚
が
江

戸
に
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、

何
故
に
こ
の
小
児
が
、
こ
の
年

に
江
戸
に
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

　
実
は
、
貞
享
元
年
は
、
将
軍

代
替
わ
り
に
と
も
な
う
朱
印
改

め
（
歴
代
の
将
軍
が
与
え
た
領

知
を
改
め
て
宛
行
う
）
が
行
わ

れ
る
年
で
、
そ
の
た
め
禅
覚
は

京
都
か
ら
江
戸
に
来
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
、

探
幽
筆
の
束
帯
天
神
像
が
、
こ

の
禅
覚
に
よ
っ
て
江
戸
の
長
谷

川
重
章
の
宅
で
「
開
眼
」
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
縁
で
、
宝

永
二
年
に
重
章
が
北
野
社
に
こ

の
天
神
像
を
寄
進
し
た
の
で
あ

ろ
う
。 

 

 

み
　
な
 

く
す
 

け
が
れ
 

長谷川重章口上之覚 


